
















のレベルに分けて捉えるチェックリスト（ASCoSoWa : Assessment System for Constructing Special 





























（1）調査対象者と調査時期：都内小・中学校のコーディネーター計 13名（小学校 7名，中学校 6名）

































a※ 2年目 30代 教諭（特別支援学級担任） 小学校 Z区 660名 月 1回 3名
b※ 6年目 50代 養護教諭 小学校 V区 280名 月 1回 2名
c※ 1年目 30代 主任教諭（担任） 中学校 W市 670名 不定期（年数回） 2名
d※ 5年目 50代 養護教諭 中学校 W市 410名 週 1回 2名
e 1年目 50代 主任教諭（担任） 小学校 X市 530名 月 1回 1名
f 1年目 40代 養護教諭 小学校 Z区 300名 不定期（年数回） 1名
g 2年目 20代 教諭（副担任） 中学校 Z区 330名 不定期（年数回） 1名
h 2年目 30代 主任教諭（担任） 中学校 Y区 440名 不定期（未開催） 1名
i 6年目 50代 養護教諭 小学校 Z区 560名 不定期（年 10回） 2名
j 6年目 40代 主任教諭（担任） 小学校 U市 720名 月 1回 1名
k 9年目 50代 養護教諭 小学校 Z区 660名 不定期（年数回） 1名
l 5年目 50代 主幹教諭（担任） 中学校 Z区 210名 週 1回 2名





大カテゴリ 中カテゴリ 小カテゴリ ラベル数 回答例






























されている  4 個別の指導計画を書く時間を設けている














































なれる  2 少し工夫するだけで進みそうだと感じた

































































② PDCA促進シートの結果の変化：①で目標とした 4項目の PDCAサイクルの全段階が組織レベ
7小・中学校における「校内支援体制 PDCA促進シート」の活用（松本）
Table 3　PDCA促進シートの得点の変化
A小学校 B小学校 C中学校 D中学校









Ⓡ 校内委員会の運営について，現状と課題を確認している 4 3 1 4 1 1 3 2
Ⓟ 校内委員会の開催が事前に計画されていることを把握している 4 4 2 4 1 1 4 4
Ⓓ 校内委員会の開催時に，話し合いに必要な情報が提供されている 4 4 2 2 3 1 4 3
Ⓒ 校内委員会での話し合いの経過や成果を確認している 1 3 1 3 2 1 4 4













Ⓡ 個別の教育支援計画の策定が必要な児童・生徒を確認している 1 3 1 2 3 4 3 4
Ⓟ 支援会議を開催し，保護者と共に個別の教育支援計画を策定している 0 2 0 2 0 0 0 0
Ⓓ 個別の指導計画の作成などに，個別の教育支援計画を活用している 0 2 0 2 0 2 0 0
Ⓒ 支援会議を開催し，保護者と共に，家庭や関連機関での支援の経過や成果を確認している 0 2 0 0 0 1 0 0











Ⓡ 個別の指導計画の作成が必要な児童・生徒を確認している 4 3 2 4 3 4 4 4
Ⓟ 個別の指導計画の作成が必要な児童・生徒の個別の指導計画を作成している 4 4 4 4 0 3 0 0
Ⓓ 作成した個別の指導計画に基づき，関係者が共通の手立てで指導や支援を行っている 1 4 2 2 0 1 0 0
Ⓒ 作成した個別の指導計画に基づいて行った支援の経過や成果を確認している 0 3 2 2 0 1 0 0











Ⓡ 特別支援教育に関する校内研修の開催に向け，校内のニーズを確認している 1 3 2 4 1 1 4 4
Ⓟ 特別支援教育に関する校内研修を，校内のニーズに合わせて計画している 0 3 2 4 0 0 2 4
Ⓓ 特別支援教育に関する校内研修を実施している 0 4 4 4 0 0 4 4
Ⓒ 実施した特別支援教育に関する校内研修の成果を確認している 2 3 1 2 0 0 4 4









Ⓡ 特別支援教育に関することで，保護者全体に理解を深めてもらいたい内容を確認している 1 3 2 2 1 1 4 4
Ⓟ すべての保護者を対象とした，特別支援教育の理解啓発活動を計画している 0 1 2 3 0 0 0 4
Ⓓ すべての保護者を対象とした，特別支援教育の理解啓発に取り組んでいる 0 2 2 3 0 0 4 4
Ⓒ 実施した保護者の理解啓発活動の成果を確認している 0 2 2 2 0 0 0 4



















Ⓡ 連携可能な外部専門家や専門機関を把握している 4 3 2 2 4 4 3 4
Ⓟ 外部専門家や専門機関との連携（巡回相談や会議開催，書面でのやり取り等）を計画している 3 4 4 4 4 4 2 4
Ⓓ 外部専門家や専門機関からの助言を参考に，支援方法や校内支援体制の改善に取り組んでいる 4 3 2 3 3 3 3 3
Ⓒ 外部専門家や専門機関との連携について，経過や成果を確認している 2 3 2 2 2 2 2 4
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